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結晶材料の増産に向けた設備投資（固定資産の取得）に関するお知らせ 

 

ＪＸ金属株式会社（社長：林 陽一、以下、「当社」）は、本日、光通信に欠かせない結晶材料である InP      

（インジウムリン）基板の増産に向けた設備投資の実施を決定いたしました。約 15 億円を投資して生産能力

を現行から約２割アップさせることとしております。 

 

１．理由  

当社は、2019 年に策定した「ＪＸ金属グループ 2040 年長期ビジョン」において、半導体材料や情報通信  

材料といった先端素材分野から成る「フォーカス事業」を今後の成長戦略のコアと位置付け、同事業のさらなる

拡大に向け、主力製品である半導体用スパッタリングターゲットや圧延銅箔に続く次世代の収益の柱の育成を

進めており、InP 基板はそのひとつとして期待されています。 

InP 基板は、光通信の受発光素子、ウェアラブル端末における近接センサ、産業用イメージセンサなど幅広

い分野で用いられてきた高機能な化合物半導体材料です。当社は、世界でも限られた数社のみが製造可能な InP

基板サプライヤーとして、過去 40 年以上にわたり同材料を取り扱ってまいりました。これにより、当社は高

い製造技術力、高シェアを誇る、世界有数のサプライヤーとしての地位を確立しております。同材料は、光通

信においては電気信号を光に変換する発光素子、光ファイバーを通し受信した光信号を電気信号に変える受光 

素子に使われており、高いデータ伝送速度と低損失を可能にすることから、高速インターネットをはじめ  

とする基幹光通信網に不可欠な材料として利用されています。 

近年目覚ましい成長を遂げる生成 AI の学習や推論には大量かつ高速のデータ処理能力が必要であり、その

発展を支えるためハイパースケールデータセンターの世界的な建設ラッシュが続いています。現在、そのような    

データセンター内の大量のデータのやりとりに光通信が多く用いられるようになっており、これにより当社の

InP 基板の需要も増加しています。 

さらに今後、生成 AI をはじめ、次々世代通信、自動運転、医療、エンターテインメントなど、リアル     

タイム性が求められるアプリケーション分野の発展が期待されていますが、それには現在よりも高速・大容量

のデータ処理とそれに伴う電力増加への対応が求められます。この課題解決策として、InP 基板を用いた   

次世代の情報通信基盤技術として開発が進められている光電融合技術にも同材料の採用が見込まれています。

本技術が実現すれば、それらアプリケーションにおいても高いパフォーマンスを発揮できるほか、従来の  

電気回路に比べてエネルギー消費の大幅削減が可能となります。 

 こうした背景から、足もとの旺盛な需要に対応するため本設備投資を決定いたしました。将来的な需要の 

増大を見据え、さらなる投資についても検討しております。 



 

２．設備投資の概要 

（１）内容 

今般、増加している InP 基板のニーズに対応すべく、同製品の生産拠点である磯原工場（茨城県北茨城市）

において製造工程の一部を増強いたします。 

（２）投資額 

   約 15 億円 

（３）生産能力 

   2025 年比約２割増 

（４）稼働開始 

   2026 年度（予定） 

 

３．今後の見通し 

2026 年３月期連結業績への影響は軽微です。 

以 上 
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